
担当省庁名：外務省　　　

（英文名称・略称）

　　国連（事務局） 国連（基金・計画） 　　　　　国連専門機関 その他

金　　　額
邦　　貨 外貨１ 外貨２ レート 拠出率（％） ODA率（％）

単   位 （千　円） （千ドル） （注）
0 (2006年)  -  -
0 (2005年)  -  -

2,376,677 21,606 1$  =　110円 (2004年)   100 100

 　拠出上位５ヶ国

金額（千ドル） 率（％） 当該年度の収入 39,843,995ドル
１位 日本 21,606 52 当該年度の支出 ドル
２位 フランス 3,936 10 次年度への繰越 ドル
３位 ドイツ 2,775 7
４位 イギリス 2,646 6
５位 オーストラリア 2,280 6
上記の率及び順位は2007年10月現在のもの（プレッジベース）

　　邦人職員が占めている幹部ポスト
ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

 　当該機関重要ポストへの邦人職員送り込みについての具体的な計画

 　合理化、機能強化のための改革が行われているか。
 　行われている場合はその現状と我が国としての評価

１名
（現在裁判前法廷予備判
事につき打診中）

当該機関の職員数及び
邦人職員が職員全体にしめ
る率

カンボジア側職員数は２３２名、国
連側職員数１０１名（内、邦人職員
は１名）。国連側職員に占める割合
は約1%。

 　当該機関に対する我が国としての評価（当該国際機関の政策に対する我が国の意見の反映度を含む）

カンボジアへの最大の援助国である我が国は、クメール・ルージュ（ＫＲ）裁判を同国における法の支配と民
主主義の確立を推進するものとして重視しており、その実現に向け積極的努力を展開している。

　2007年1月～3月、KR裁判のカンボジア政府負担分予算により賄われるカンボジア人職員の人的資源管
理に関する特別監査が、また同年5月半ばには国連評価チームによる特別法廷の運営状況に関する調査
が行われた。これらの監査・調査を基に取り纏められた報告書の提言に基づき、それぞれ人事管理の改善
及び特別法廷運営の改善が図られている。
　こうした特別法廷側の改善努力は一定の成果を上げている一方、現在裁判の遅延が見込まれており、追
加的予算要請が検討されている。我が国は、最小限の予算で迅速に裁判が実施されるべきとの考えから、
必要な働きかけを行っている。

（現在の構成員の出身国：南ア、仏、フィリピン）

会計検査機関名

種　　　別

所轄官庁担当局課名

(UN Board of Auditors)

外務省アジア大洋州局南東アジア第一課

 　国際機関等名
　国連クメール・ルージュ特別法廷

Khmer Rouge Trials

　拠出金名：クメール・ルージュ裁判特別法廷国連信託基金

(2006年１月１８日現在の各国からの拠出表明額の合計）

国連会計検査委員会

 　最近３年間の我が国支払額及び拠出率、ODA率

平成１８年度
平成１７年度
平成１６年度*

*補正による2,046,677千円を含む

国　　　　名

　国際機関等の財政

（注）我が国と各国とは会計年度が異なるため、拠出率については暦年（2004年）。

 　邦人職員数
  うち幹部以上

現在特別法廷の裁判前法廷予備判事候補者を人選中。他にも邦人職員の送り込みを検討中。

上級審判事 野口　元郎 法務省検事
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